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正式名称 略称

BOM for Windows Ver.X.0 BOM X.0

※ "X"にはバージョン番号が⼊ります。またSRバージョンを指定する場合は、末尾に追記される場合があります。

1. はじめに  

1.1. 製品表記  

1.2. 対象製品  
本書が対象とする製品は以下のとおりです。

BOM for Windows Ver. 7.0 SR1 以降

BOM for Windows Ver. 8.0

1.3. 本書の⽬的  
BOM 8.0、7.0の「イベントログ監視」において、「設定」タブの「ソース/チャネルの設定」欄にある「除外指定」の
チェックは、イベントソースを対象としています。

チェック有り︓指定したイベントソースを除外対象とする

チェック無し︓指定したイベントソースを検知対象とする

BOM 6.0の「イベントログ監視（除外指定）」にあったイベントソース単位に除外指定する機能は、BOM 8.0、7.0に
おいて、この「イベントログ監視」の「除外指定」が継承しています。
またBOM 6.0では「イベントログ監視（選択指定）」でのみイベントIDの指定が可能でしたが、BOM 8.0、7.0の「イ
ベントログ監視」では、除外指定を含めてイベントIDの指定が可能になりました。

本書はまず、「イベントログ監視」で除外指定する場合によく使⽤される設定⽅法を説明し、その後に「イベントログ
監視」の仕様と複雑な監視例について説明します。

「イベントログ監視」そのものの詳細な説明については、製品同梱のマニュアルを参照してください。

BOM 7.0の場合︓BOMW7.0-ユーザーズマニュアル.pdf (「5 .10 .13 イベントログ監視」)

BOM 8.0の場合︓BOM8-ユーザーズマニュアル.pdf (「第5章-11.-(14) イベントログ監視」)
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2. よく使⽤されるイベントログ除外監視⽅法  

2.1. あるイベントソースを監視したいが、特定のIDは除きたい  
ここでは以下のような例をもとに説明します。

例︓リモートデスクトップ接続時のプリンタードライバー関連のイベントログ(ID:1111)を対象から外す

2.1.1. 設定内容  

ソース/チャネルの設定:

除外指定︓オフ (チェックなし)

ソース名︓Microsoft-Windows-TerminalServices-Printers

除外ID: 1111 (設定では負記号付きで「-1111」と指定)
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2.1.2. 設定⽅法  

イベントログ監視のプロパティ画⾯で、以下のように設定します。

除外設定チェックは⼊れない。

ソース/チャンネルは「Microsoft-Windows-TerminalServices-Printers」を指定する。

イベントIDは [-ID] (負記号付き「-」ID)で指定する。
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2.2. イベントログ全体から、あるイベントソースの特定IDだけ除外したい  
ここでは以下のような例をもとに説明します。

例︓システムログ全体から「Microsoft-Windows-TerminalServices-Printers」の「ID:1111」を対象から外す

2.2.1. 設定内容  

ソース/チャネルの設定:

除外指定︓オン (チェックあり)

ソース名︓Microsoft-Windows-TerminalServices-Printers

除外ID: 1111 (設定では負記号付きで「-1111」と指定)
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2.2.2. 設定⽅法  

イベントログ監視のプロパティ画⾯で、以下のように設定します。

除外設定チェックを⼊れる。

ソース/チャンネルは「Microsoft-Windows-TerminalServices-Printers」を指定する。

イベントIDは [-ID] (負記号付き「-」ID)で指定する。
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3. 既存のイベントログ監視に除外設定を追加する  

3.1. もともとソースが全く指定されていない場合  
すでに監視を実施している環境で、もともとソースが全く指定されておらず不要なイベントログを検知してしまう場合
など、監視が必要でないログ(特定ソースの特定ID)を除外する際の設定⽅法です。

例︓Windows システム監視 Basic テンプレートで運⽤中の「アプリケーションログ監視」に、特定ソースの特定ID
を除外する設定を追加する

3.1.1. 設定⽅法  

1. 対象のイベントログ監視でプロパティを開き、「設定」タブを選択する。

2. [除外指定]チェックにチェックを⼊れる。

3. [除外フィルター]ボタンをクリックする。

4. [イベントログ解析結果]リストより必要でないイベントをクリックし、[除外⼀覧に追加]クリックする。
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3.2. 既存のイベントログ監視にソースとイベントIDが指定されている場合  
すでにイベントログ監視で特定のソースやイベントIDを指定して監視を運⽤中で、同⼀ソースから出る指定のイベント
IDを追加で除外したい場合の除外設定⽅法です。

3.2.1. 設定⽅法  

除外設定チェックは⼊れない。

イベントIDは [-ID] (負記号付き「-」ID)で指定する。

この場合は、上記「あるイベントソースを監視したいが、特定のIDは除きたい」と同⼀設定です。
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4. イベントログ監視の仕様について  

4.1. 仕様 1  
除外指定のチェックはイベントソース単位に除外するものです。

イベントソースだけが指定されている場合、そのイベントソースはイベントログ監視の監視対象から外れます。

4.2. 仕様 2  
除外のチェックがあり、指定したイベントソースの中にイベントIDが含まれている場合は、そのイベントソースについ
ては指定したイベントIDが監視対象になります。

例えば 除外指定のチェックが⼊っており、イベントソースAにイベントID:100が指定されていれば、そのイベントソー
スAについては、 イベントID:100が監視対象になります。間違えやすいため、注意が必要です。

また、イベントIDは複数指定ができます。イベントIDで100,110と複数指定があれば100と110も監視対象になりま
す。

4.3. 仕様 3  
イベントソースの中ではイベントID除外指定に 負記号「-」が使⽤できます。 
負記号によるイベントID除外は除外指定チェックと組み合わさった場合でも、イベントソースの中では除外チェックの
有無に影響されません。

例えば、除外指定チェックが⼊って、イベントソースAにイベントID:-200 が指定されている場合、イベントソースAに
ついてはID:200以外が監視対象になります。

もし、これに負記号指定のないイベントIDが指定されていた場合には、負記号のないイベントIDが監視対象になりま
す。

例えば、除外指定のチェックがあり、イベントソースAにイベントIDに100と-200が指定されていた場合、イベントソ
ースAについてはID:100が監視対象になり、ID:100以外のIDは監視対象になりません。指定したIDのみが監視対象に
なります。
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除外設定の
チェック

イベントID指定 イベントID負記号

チェックあ
り

ソース︓SourceA 
ID︓100の場合 
SourceA以外のソースと、SourceAのID︓
100以外を監視します。

ソース︓SourceA 
ID︓-100の場合 
SourceAのID︓100とSourceA以外のソースを
監視します。

チェックな
し

ソース︓SourceA 
ID︓100の場合 
SourcAのID:100を監視します。

ソース︓SourceA 
ID︓-100の場合 
SourceAのID︓100以外を監視します。他のソ
ースは監視しません。

4.4. 仕様まとめ  
除外指定のチェックとイベントID指定とイベントIDの負記号の組み合わせをまとめると以下になります。
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5. 複雑な除外設定の例  

複数のソースでの除外設定も可能です。

例えば、「特定のSourceAを除外する」の条件と「特定のSourceBの特定のイベントID100のみ除外する」の条件を組
み合わせる場合は、以下の設定で対応できます。

ソース除外をするため除外指定をチェックし、各ソースの中の特定IDを除外する場合は負記号付きで指定します。
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